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テ
レ
ビ
や
映
画
が
ヒ
ッ
ト
し
た
影
響
で
「
海
猿
」
と
い
う
言

当
日
は
、
５
号
棟
の
前
の
駐
車
場
の
車
は
、
一
斉
に

葉
が
普
及
し
、
認
識
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
世
間
一
般
で
も
、
海

ほ
か
の
場
所
に
移
動
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
台

上
保
安
部
、
海
上
保
安
官
を
指
し
て
「
あ
あ
海
猿
な
」
と
か
言

風
通
過
後
と
い
う
設
定
で
、
駐
車
場
に
は
水
が
撒
か
れ
、

っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

落
ち
葉
も
撒
か
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
海
上
保
安
庁
で
も
、
広
報
な
ど
で
時
々
使
う
言
葉
と

ま
た
、
カ
メ
ラ
を
載
せ
た
台
車
が
走
る
レ
ー
ル
も
５

な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

号
棟
前
か
ら
集
会
所
方
向
に
伸
び
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

■
は
じ
め
に

■
第
３
サ
ン
ハ
イ
ツ
と
の
関
わ
り

寿
司
幸
の
２
階
に
も
カ
メ
ラ
が
置
か
れ
た
そ
う
で
す
。

読
者
の
方
か
ら
「
昔
、
こ
の
団
地
で
海
猿
の
撮
影
が
あ
っ
た
け

２
作
目
以
降
の
映
画
タ
イ
ト
ル
に
は
「
海
猿
」
の
あ
と
に

｢

一
般
人
の
カ
メ
ラ
・
ビ
デ
オ
の
撮
影
や
サ
イ
ン
を
求

ど
、
こ
れ
を
書
い
て
く
れ
」
と
い
う
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Ｕ
Ｍ
Ｉ
Ｚ
Ａ
Ｒ
Ｕ
」
と
入
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
、
省
略

め
る
行
為
は
厳
し
く
止
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
調
べ
て
み
ま
し
た
。

し
て
標
記
し
ま
す
。

撮
影
本
番
で
は
、
仙
崎
大
輔
（
伊
藤
英
明
）
の
妻
仙

な
お
、
「
こ
れ
は
こ
う
だ
っ
た
よ
」
「
そ
れ
は
あ
あ
だ
っ
た
」
と

映
画
２
作
目
の
「
Ｌ
Ｉ
Ｍ
Ｉ
Ｔ

Ｏ
Ｆ

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ

海
猿
」

崎
環
奈
役
の
加
藤
あ
い
さ
ん
が
車
で
帰
っ
て
き
て
車
を

い
う
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
有
難
い
で
す
。

は
第
十
管
区
海
上
保
安
本
部
の
あ
る
鹿
児
島
が
舞
台
で
し
た
が
、

降
り
る
シ
ー
ン
が
何
回
か
撮
影
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
写
真
等
も
あ
れ
ば
、
提
供
下
さ
れ
ば
幸
い
で
す

。(

こ

私
た
ち
の
団
地
に
協
力
要
請
が
あ
っ
た
の
は
、
３
作
目
「
Ｔ
Ｈ

な
お
、
多
分
撮
影
の
合
間
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
し
ょ

れ
は
、
難
し
い
と
は
思
っ
て
い
ま
す
が
）

Ｅ

Ｌ
Ａ
Ｓ
Ｔ

Ｍ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ｅ

海
猿
」
の
方
で
す
。

う
、
加
藤
あ
い
さ
ん
が
９
号
棟
の
前
の
ブ
ラ
ン
コ
に
座

■
海
猿
に
つ
い
て

平
成

年
（
２
０
０
９
年
）
６
月
、
映
画
制
作
プ
ロ
ダ
ク
シ

っ
て
い
た
と
の
目
撃
情
報
も
あ
り
ま
し
た
。

21

海
猿
（
う
み
ざ
る
）
は
、
も
と
も
と
は
作
者
佐
藤
秀
峰
（
原
案

ョ
ン
「
Ｒ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｔ
」
か
ら
、
映
画
『
海
猿
３
（
仮
題)

』
の

■
企
画
書
か
ら
見
る
企
画
意
図

・
取
材
は
小
森
陽
一
）
に
よ
っ
て
１
９
９
９
年
（
平
成

年
）
か

撮
影
場
所
と
し
て
、

号
棟
～

号
棟
周
辺
を
使
わ
せ
て
欲
し

最
初
の
説
明
の
た
め
に
、
提
出
さ
れ
た
企
画
書
に
【
映

11

11

14

ら
２
０
０
１
年
ま
で
週
刊
ヤ
ン
グ
サ
ン
デ
ー
（
小
学
館
刊
）
に
連

い
と
い
う
要
請
が
管
理
組
合
に
あ
り
ま
し
た
。

画

｢

海
猿
３
（
仮
題)

｣

企
画
意
図
】
と
い
う
章
が
あ
り

載
さ
れ
た
漫
画
で
し
た
。

理
事
会
で
は
、
場
所
を
提
供
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
早
速

ま
し
た
。
こ
れ
を
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す
。

11

内
容
は
、
海
難
救
助
を
中
心
と
し
た
海
上
保
安
官
の
活
躍
、
と

号
棟
～

号
棟
の
居
住
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
し
ま
し
た
。
こ

（
前
略
）
コ
ミ
ッ
ク
ス
を
原
作
と
し
た
映
画
「
海
猿
」

14

り
わ
け
、
潜
水
士
で
あ
る
主
人
公
の
仙
崎
大
輔
は
じ
め
と
す
る
潜

の
際
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
依
頼
文
に
は
、
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
側
が
、

は
、
２
０
０
４
年
に
約
１
３
０
万
人
の
観
客
を
動
員
し
、

水
士
を
め
ぐ
る
ド
ラ
マ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
連
載
終
了
後
、
テ
レ

私
た
ち
の
団
地
を
撮
影
場
所
に
し
た
理
由
も
書
い
て
あ
り
、
そ

海
上
保
安
大
学
校
の
訓
練
生
た
ち
が
海
上
保
安
官
に
な

ビ
ド
ラ
マ
化
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
２
０
０
４
年
か
ら
４
作
品
の

れ
に
よ
る
と
、
錦
江
湾
を
隔
て
て
桜
島
が
望
め
る
コ
ン
ド
ミ
ニ

る
ま
で
の
真
摯
な
姿
や
、
訓
練
生
同
士
の
友
情
が
、
多

実
写
映
画
化
も
さ
れ
ま
し
た
。

ア
ム
（
分
譲
タ
イ
プ
の
集
合
住
宅
の
こ
と
）
は
当
第
３
住
宅
し

く
の
共
感
を
得
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

(

中
略
）
２

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
で
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
２
０
０
２
年
、
２
０
０
３
年

か
な
か
っ
た
か
ら
と
の
こ
と
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
７
月
に
あ

０
０
５
年
５
月
に
公
開
さ
れ
た
映
画
第
２
弾
「
Ｌ
Ｉ
Ｍ

に
単
発
ド
ラ
マ
と
し
て
放
送
し
ま
し
た
。
ま
た
、
フ
ジ
テ
レ
ビ
が
、

っ
た
理
事
会
で
、
現
場
担
当
者
の
古
屋
さ
ん
の
説
明
で
は
、
撮

Ｉ
Ｔ

Ｏ
Ｆ

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ

海
猿
」
は
、
日
本
全
国
見
守

映
画
「
海
猿
ー
ウ
ミ
ザ
ル
ー
」
の
続
編
と
し
て
「
海
猿

Ｕ
Ｍ
Ｉ

影
場
所
が

｢

３
号
棟
・
５
号
棟
駐
車
場
及
び
そ
の
周
辺
」
と
な

る
中
、
大
型
フ
ェ
リ
ー
沈
没
事
故
か
ら
乗
客
を
助
け
出

Ｚ
Ａ
Ｒ
Ｕ

Ｅ
Ｖ
Ｏ
Ｌ
Ｕ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
」
を

回
の
連
続
ド
ラ
マ
（
２

っ
て
い
ま
し
た
。
理
事
会
で
は
、
急
遽
、
３
号
棟
・
５
号
棟
の

す
と
い
う
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
物
語
と
な
り
、
動
員
５

11

０
０
５
年
７
月
～
９
月
）
と
し
て
放
送
し
て
い
ま
す
。

居
住
者
へ
の
撮
影
協
力
の
可
否
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行

０
０
万
人
と
い
う
映
画
界
に
お
い
て
ま
れ
に
み
る
ヒ
ッ

映
画
化
さ
れ
た

｢

海
猿
」
は
、
す
べ
て
フ
ジ
テ
レ
ビ
の
制
作
で
、

い
、
併
せ
て

～

号
棟
に
対
し
て
「
映
画
撮
影
場
所
変
更
の

ト
と
な
り
ま
し
た
。
（
中
略
）
（
海
猿
３
は
）
日
本
と
韓

11

14

主
演
の
伊
藤
英
明
（
仙
崎
大
輔
役
）
や
主
要
キ
ャ
ス
ト
も
固
定
で

お
知
ら
せ
」
を
配
布
し
ま
し
た
。
ま
た
こ
の
理
事
会
の
時
、
撮

国
が
共
同
開
発
す
る
オ
イ
ル
リ
グ
と
そ
こ
で
働
く
ス
タ

制
作
さ
れ
て
い
ま
す
。

影
予
定
日
と
し
て
８
月

日
、
そ
の
前
日
の
８
月

日
を
準
備

ッ
フ
を
、
観
測
史
上
最
大
の
台
風
と
二
次
災
害
か
ら
守

23

22

な
お
、

｢

海
猿
」
と
い
う
言
葉
は
、
海
中
で
猿
の
よ
う
に
敏
捷

の
た
め
の
日
と
す
る
と
の
説
明
が
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
ち
な
み

り
抜
く
と
い
う
物
語
で
す
。
（
後
略
）

に
動
き
活
躍
す
る
潜
水
士
の
イ
メ
ー
ジ
に
由
来
す
る
漫
画
の
造
語

に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
圧
倒
的
に
撮
影
賛
成
で
し
た
。

※
オ
イ
ル
リ
グ
：
海
底
か
ら
石
油
な
ど
を
掘
削
・
生
産

だ
そ
う
で
す
。

い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
し
た
が
、
い
よ
い
よ
撮
影
当
日
で
す
。

す
る
た
め
、
海
上
に
設
置
さ
れ
た
海
洋
構
造
物

映
画
「
海
猿
３
（
仮
題
）
」

撮
影
こ
ぼ
れ
話

渡
邉
芳
憲
（
９
ー
５
０
３
）
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チ
チ
コ
グ
サ

刈
り
取
り
前
の
５
月
頃
太
陽
の
子
幼
稚
園
の
横

で
見
ら
れ
ま
し
た
。
良
く
知
ら
れ
て
い
る
春
の
七

草
の
１
つ
ハ
ハ
コ
グ
サ
（
ゴ
ギ
ョ
ウ
）
と
似
て
い

ま
す
が
花
が
ハ
ハ
コ
グ
サ
は
黄
色
で
目
立
つ
の
に

対
し
、
チ
チ
コ
グ
サ
は
こ
の
写
真
の
よ
う
に
茶
色

で
あ
り
、
地
味
な
の
で
あ
ま
り
目
立
ち
ま
せ
ん
。

ど
ち
ら
も
葉
や
茎
の
表
面
に
細
か
い
毛
が
密
集

し
て
お
り
、
母
親
が
子
供
を
包
み
込
む
よ
う
だ
と

し
て
ハ
ハ
コ
グ
サ
の
名
前
が
付
い
た
よ
う
で
す

が
、
チ
チ
コ
グ
サ
は
花
が
目
立
た
な
い
の
で
チ
チ

（
父
）
の
名
が
つ
い
た
よ
う
で
す
。

ハ
ハ
コ
グ
サ
の
花
期
は
４
～
６
月
で
あ
る
の
に

対
し
、
チ
チ
コ
グ
サ
は
５
～

月
と
長
い
で
す
。

10

※
前
号
（
第

号
）
の
ヤ
ナ
ギ
バ
ル
イ
ラ
ソ
ウ
の

23

写
真
が
間
違
っ

て
い
ま
し
た
。

下
の
写
真
が
正

し
い
ヤ
ナ
ギ
バ

ル
イ
ラ
ソ
ウ
の

写
真
で
す
。

訂
正
し
て
、

お
詫
び
し
ま
す
。

団
地
内
の
野
草

田
島
康
弘
（
３
ー
１
０
１
）

１１月行事予定
天候などの状況によっては、中止・延期などもあり得ますので、事前に確認をお願いします。

３日（土） ・３サンハイツ消防訓練・ボランティア清掃
時間：10：00～12：00（各１時間程度）

４日（土） ・臨港道路進捗説明会
時間：17：00～18：00
場所：鴨池校区公民館（鴨池小学校内松林奥）

９日（木） ・第７回プティエコール「ピラティスで寒い冬に備えよう」
講 師：土屋裕子さん
時 間：10：00～12：00
場 所：真砂福祉館２階
参 加 費：無料 定員：１０名
申込締切：11月７日（火）
申 込 先：「LLかもいけ」第116号（2023年10月28日付け）６ページを参照ください
持 参 品：ヨガマット（バスタオルでも可）、フェイスタオル、飲み物

・火災予防運動の日（毎月９日）
１１日（土） ・鴨池小学校

土曜授業
・鴨池中学校
・鴨池中学校 ３年ＰＴＡ
・鴨カムサタデー 場所：鴨池校区公民館及び前面松林
・地域食堂「鴨カムお結び」

時間：12：00～13：30（提供完了次第終了）
料金：18歳以上/300円、18歳未満/200円

未就学児/無料
・絵画講座

時間：12：00～13：30 申込不要、手ぶら参加ＯＫ
１９日（日） ・第６回ダレデェーモ・マナヴェール「コーラス四つ葉の会合唱」

時 間：10：00～12：00
場 所：鴨池小学校体育館
参加費：無料

※お問合せ等は
鴨池校区コミュニティ協議会事務局（☎099-285-1522、月･水･金曜日09：00～12：00、祝日休み）へ

スマホ相談会
８日（水）、22日（水）
時間：10：00～12：00
場所：鴨池校区公民館
要事前予約
その週の月曜日まで

予約先
下記コミュニティ協
議会事務局まで

体幹トレーニング
13日（月）
時間：10：30～11：30

27日（月）
時間：11：00～12：00

場所：鴨池生協クリニック
５階

参加費：500円
申込み・問い合わせ先：
☎080-2739-3578(片平さん)

３サンハイツせけんばな紙
第 ２４ 号 令和５年11月１日

編集責任者
田島康弘( 3-101)

作成責任者
渡邉芳憲( 9-503)

編集委員
小松清明(10-501)
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